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○屋外に設置する場合

カバーを取り付けてください。

①直射日光に当たらないようにしてください。

②雨に濡れたり、凍結の恐れがある場合は、カバーで囲ってく

ださい。

カバーはメンテナンスで取り

外しができるようにしてください。

③ポンプの運転音が近所に

迷惑になるときは、カバーで

防音してください。

屋外カバーは、P11に載せて

います。

○床下に設置する場合

圧送ポンプは、メンテナンスできるように設置してください。

誤って流してはいけない物を流したりして詰った場合、 圧送ポ

ンプをメンテナンスする必要があります。

圧送ポンプは、取り出せるように設置してください。

排水配管の圧送ポンプから出たところに止水できるボールバル

ブを付けてください。

○手洗器や小便器を設置する場合

雑排水流入口からの配管40Aと手洗器やオーバーフロー配管

などを接続するとき、接続部高さを200mm以上にしてください。

200mm以下になると、排水が悪くなり、詰りの原因になります。

どこでも2L便器を設置して便槽に溜める場合、オーバーフロー

や手洗の排水を圧送ポンプに接続して便槽に入れると、器具

が故障して水が止まらなくなったとき、便槽が直ぐに一杯になり

ます。

そのときは、圧送ポンプに接続せず、一般的な簡易水洗便器と

同じようにオーバーフローや手洗の排水は屋外の側溝などに

流してください。

○「簡易水洗便器」は、接続できません。

必ず、「洗浄水量2ℓ以上の便器」にしてください。

○圧送ポンプ1台と便器1台の組み合わせで施工してください。

便器2台以上は、配管の詰りの原因となります。

○上方、水平圧送距離を確認してください。

全体施工図を見てください。

○排水配管は、土中埋設・露出配管できます。

露出配管のとき、凍結防止として保温材を巻くなど対策を行っ

てください。

○接続できる排水は、

「便器」「小便器」「洗面化粧台」「手洗器」の排水です。

台所排水を流すと、油分が多いため故障の原因となります。

浴室排水を流すと、大量の排水で圧送ポンプが連続運転となり

温度が上昇しポンプが停止するため流さないでください。

○電源プラグ

単相100Vの50Hzまたは60HzのAC電源が必要です。

2極アース付きプラグ、アース付きコンセントをご準備ください。

アースターミナル付きコンセントに接続の際は、変換アダプタが

必要です。

コンセントに届く位置にしてください。

電源は専用回路で漏電ブレーカーを付けてください。

電源コードの長さは1.5mです。コンセントは本体コード取出口か

ら1.5m以内の壁面に設けてください。

○便器の水量調整（2ℓ便器のみ）

どこでも2L便器の洗浄水量を確認してください。

ロッド接続しない状態で1回のレバー操作をしたとき、ボール面

に溜まる水位が110mm±5になっているか確認してください。

ロータンクの水位が低いと洗浄水量が少なくボール面に溜まる

水位も低くなります。ロータンクの水位を確認してください。

施工上の注意

上方、水平圧送距離

Ｌ

7m の時 最大 50m

6m の時 最大 60m

5m の時 最大 70m

4m の時 最大 80m

3m の時 最大 90m

2m の時 最大 100m

1m の時 最大 110m

（例）　圧送ポンプから5m上げ、そこから

　　　　横引きする場合最大70mまで

Ｈ
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同梱部品

必要な工具

別途必要なもの

(3個)

(７本)

○塩ビ用接着剤 ○塩ビパイプVP25（VP20）

○塩ビ継手 45度エルボ VP25（VP20）

○便槽に接続する場合、便槽が直ぐに満水になりますが、2ℓ便

器の水量を絶対に減らさないでください。配管が詰ります。

○本製品は接続先の設備と同一空間内で、メンテナンスのス

ペースを考慮して、設置してください。

○圧送ポンプに異物を混入しないでください。

故障・破損の原因となります。

圧送ポンプは汚物およびトイレットペーパー(水溶性紙)を粉砕

する能力しかありません。

それ以外の異物（ガム・たばこ・ウエットティッシュ・水溶性でな

い紙など）の投入は絶対にお控えください。

故障の70％以上は異物混入が原因です。

充分注意してください。

○排水配管は、10m間隔で掃除口を設けてください。

掃除口は、下記の2通りから選んでください。

・TSチーズ継手にツマミ式VP管用掃除口を付ける。

・TS給水チーズ継手にステンレスのメクラプラグをシール

テープを巻いてねじ込む。

○排水を浄化槽に流し込む場合は、その水量や水質の規定に

ついて、浄化槽メーカーまたは販売業者にご確認してください。

○大便器の洗浄水量や汚物と雑排水の合流方法、排水管の

設計方法は各自治体の指示に従ってください。

○流入に関する注意

アラーム 塩ビ製ボールバルブ25

ゴムチューブ(黒)
本体に取り付けています
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全体施工図

【施工上の注意】

接続できる排水は、

・便器

・小便器

・洗面化粧台

・手洗器 の排水です。

台所排水を流すと、油分が多いため故障の原因となります。

浴室排水を流すと、大量の排水で圧送ポンプが連続運転となり

温度が上昇しポンプが停止するため流さないでください。

「簡易水洗便器」は、接続できません。

必ず、「洗浄水量2ℓ以上の便器」にしてください。

VP25（別途部品）
必要長さをご用意ください。

VP20にもできます。

塩ビボールバルブ VP25（同梱部品）
VP20パイプの時は、異径ソケット25×20を使ってください。
メンテナンスのとき、止めて作業を

するため必ず取り付けてください。

上方、水平圧送距離

Ｌ

7m の時 最大 50m

6m の時 最大 60m

5m の時 最大 70m

4m の時 最大 80m

3m の時 最大 90m

2m の時 最大 100m

1m の時 最大 110m

（例）　圧送ポンプから5m上げ、そこから

　　　　横引きする場合最大70mまで

Ｈ

２ℓ便器の場合

セット品番：DKB4-□□

便器品番：FS402

セット品番：DKB5-□□

便器品番：FS502

上方、水平圧送距離
事前に確認してください。
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施工の手順

５ℓ便器（床排水）５ℓ便器（壁排水）

2 便器から圧送ポンプへの配管

全体施工図を見て、便器から圧送ポンプへの配管

をしてください。

2ℓ便器は、オーバーフロー排水を配管してください。

2-1 2ℓ便器

全体施工図を見て、便器から圧送ポンプへの配管

をしてください。

2-2 5ℓ便器(床排水)・(壁排水)

1 便器の施工

2ℓ便器、5ℓ便器、他社便器の施工説明書をお読みください。

【注意】 2ℓの洗浄水量を確保してください。

水洗便器の場合

セット品番：DKB-LZ02-□□

便器品番：YBC-ZA10P+YDT-ZA180(150)EP

セット品番：DKB-LZ22-□□

便器品番：YBC-ZA10S+YDT-ZA180(150)EP

※ 洗浄水量2ℓ以上であれば、他の便器も使用可能です。

排水主管上部
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3

クッション材（4個） 固定具

（2個）固定ビス

（2個）

クッション材、固定具の取り付け

① クッション材の剥離紙をはがし、貼り付ける。

② 固定具を図の向きにビスで本体に固定する。

4 蛇腹ゴムジョイントの取り付け

①蛇腹ゴムジョイントの径の小さい方を手で

しっかりと広げポンプの口にかぶせる。

接続口

5 便器配管との接続

ホースバンド

(90-110mm)

蛇腹ゴムジョイント

② インシュロックで締め付ける。

インシュロックの余分な部分はカットする。
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6
吐出配管は、VP25にしてください。VP20にもできます。

吐出部材の組立

VP25を推奨
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9

手洗器等の雑排水を接続する流入口の処理

雑排水流入口に排水接続用ゴムジョイントをかぶせ、

VP(VU)管40mmの配管を差し込み、ホースバンド

(32-55mm)で固定する。

排水接続用

ゴムジョイント

VP(VU)管

40mm

吐出部材の取り付け

吐出部材の向きを接続する配管の方向に応じてき

め、押し込む。

吐出部材
※吐出部材を押し込んだ後

に回さないでください。

向きを変える場合は、一度引

き抜いてください。

ホースバンド(32-55mm)
※ホースバンドの頭が点検

ふたに干渉しないように中央

に向けて固定してください。

点検ふた

ポンプの床固定

8 雑排水流入口の処理をする

（横：2ヵ所）

雑排水を接続しない流入口の処理

使用しない雑排水流入口にプラグを押し込み、90度

回し閉止する。
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・側面のスイッチは必ずＯＮの状態でお使い

ください。

・電池は1年に1回交換してください。

・警報が鳴った場合は、圧送ポンプに接続さ

れている大便器を含む全ての器具の使用

を速やかに中止してください。

10

停電、故障時等に排水の吐出に不具合が生じた場合

や注入排水量が過多となってポンプ内水位が異常に

上昇した場合に警報でお知らせします。

警報装置（サニアラーム）の取り付け11配管接続

コネクターに配管を差し込み、ホースバンド(25-

40mm)で固定する。
※吐出ホースは屈曲しない範囲で曲げても構いません。

コネクター

ホースバンド

(25-40mm)

VP25（VP20）

別途部品

塩ビ製

ボールバルブ25

【注意】

塩ビ製ボールバルブは、必ず付けてください。
メンテナンスのとき、必要となります。

サニアラーム本体の突起部分ゴムチューブの（ツバ部分）

に差し込む。

本体

VP25を推奨
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圧送ポンプから便槽・浄化槽・下水道への配管12
圧送ポンプから便槽・浄化槽・下水道への配管をしてください。

必ず、取り付けてください。

塩ビ製ボールバルブ25（同梱部品）
メンテナンスのとき、止めて作業をするため必ず取り付けてください。

VP25 又は VP20 （現場手配してください。）

圧送ポンプから排水先の便槽・合併槽・下水道までの排水配管

・内径がφ20～25の内面がなめらかなホースでも使用可。

しかし、ホースが動かないように固定をしてください。

・内径φ20以下のパイプやホースは、

使用すると詰るため絶対に使用しないでください。

・内径φ25以上のパイプやホースは、

使用すると圧送する圧力が低下して詰るため絶対に使用しないで

ください。

・継手を含む排水配管内の径は、φ20～25を必ず確保してください。

排水配管の曲り1箇所につき、

0.5m圧送距離が短くなります。

排水配管VP25（VP20）の曲り

に90度エルボ使用不可

45度エルボを2個使用して

曲げてください。

【施工上の注意】
○排水配管は、土中埋設・露出配管できます。

露出配管のとき、凍結防止として保温材を巻くなど対策を行ってください。

○10m以上の排水配管は、10m間隔で掃除口を設けてください。

掃除口は、下記の2通りから選んでください。

・TSチーズ継手にツマミ式VP管用掃除口を付ける。

・TS給水チーズ継手にステンレスのメクラプラグをシールテープを巻いてねじ込む。

上方、水平圧送距離

Ｌ

7m の時 最大 50m

6m の時 最大 60m

5m の時 最大 70m

4m の時 最大 80m

3m の時 最大 90m

2m の時 最大 100m

1m の時 最大 110m

（例）　圧送ポンプから5m上げ、そこから

　　　　横引きする場合最大70mまで

Ｈ

縦横方向どちらでも可
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電源プラグ13
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2009

サービス窓口

圧送ポンプ 取扱説明書
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